








　 こ れ ま で に、 自 然 変 動 と し て の 北 極 振 動（Arctic 
Oscillation:AO）の力学については「てんきすと」第 56 号
に掲載させていただき、北極振動と地球温暖化に見られる
不都合な真実については、第 66 号と第 67 号に掲載させて
いただきました（田中 2009; 2010）。地球温暖化の研究を

























































































































































1970 年から 2000 年にかけての急激な温暖化の
半分は自然変動によるものであり、自然変動
を取り除いた温暖化は 100 年で１K 程度しか
ない、という重要な結果が得られます。多く







　 図 ３ は、1856 年 か ら 2012 年 ま で の Had
CRUT4 解析データを用いて再構築された年平




は 20 年移動平均です。緑の直線は 1979 年か
ら 2012 年の間の線形トレンドを示し、100 年
で 1.61K となります。1910 年と 1970 年に寒冷期があり、
1940 年と 2000 年以降に温暖期がありますが、この長周期
変動は、大西洋数十年規模変動（AMO）の影響とされて
います。図３b では、図３a と同様の統計的手法で AMO
の影響が取り除かれています。解析の結果、残ったトレン
トは地球温暖化トレンドとなりますが、最近 100 年、75 年、




































                                    
第４図 
図４　北半球平均のプラネタリーアルベドの時系列と、それに回帰した











































にします。時系列を見ると、1958 年から 1970 年まで増加、




















と整合的であり、B モードは AMO と関係する数十年規模
変動と整合的です。以上のプロセスを頭の中で考えて、仮
説としてまとめたものが上述の２ボックスモデルの結果に
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